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【手続補正書】
【提出日】平成24年8月27日(2012.8.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フォトリソグラフィツールから多相流体を抽出するシステムであって、
　前記フォトリソグラフィツールから前記多相流体を引き出すポンプ装置と、
　前記ポンプ装置から上流に位置して前記フォトリソグラフィツールから引き出された前
記多相流体を気体相及び液体相に分離する分離手段と、
を備え、
　前記ポンプ装置は、前記分離手段から気体を抽出する第１のポンプユニット及び前記分
離手段から液体を抽出する第２のポンプユニットを備え、
　当該システムは、前記分離手段内の圧力をその中の気体及び液体の量を調節することに
よって制御する圧力制御システムを更に備える、ことを特徴とするシステム。
【請求項２】
　前記圧力制御システムは、前記分離手段内の圧力をその中の気体の量及び液体の量をそ
れぞれ調節することによって制御する請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記圧力制御システムは、前記分離手段内の圧力をその中の気体の量及び液体の量を能
動的に調節することによって制御する請求項１又は請求項２に記載のシステム。
【請求項４】
　前記圧力制御システムは、前記分離手段内の圧力をその中の気体の量及び液体の量を別
々に調節することによって制御する請求項１から請求項３のいずれか一項に記載のシステ
ム。
【請求項５】
　前記圧力制御システムは、前記分離手段内の圧力をその中の気体の量及び液体の量を、
該気体の圧力及び該液体の圧力に基づいて調節することによって制御する請求項１から請
求項４のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項６】
　前記圧力制御システムは、
　気体をその供給源から前記分離手段に供給する気体供給手段と、
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　前記分離手段への気体の流量を制御する制御手段と、
を備える、請求項２から請求項５のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項７】
　前記気体供給手段は、可変流量制御装置を備え、これを通して気体が前記分離手段に供
給され、
　前記制御装置は、前記可変流量制御装置の伝導率を変えて前記分離手段内の圧力を制御
する、請求項６に記載のシステム。
【請求項８】
　前記制御手段は、前記分離手段内の圧力を示す信号を受信し、該受信信号に基づいて前
記可変流量制御装置の伝導率を制御するコントローラを備える、請求項７に記載のシステ
ム。
【請求項９】
　前記コントローラは、更に、前記受信信号に基づいて前記分離手段からの気体の流量を
制御する、請求項８に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記圧力制御システムは、更に別の可変流量制御装置を備え、これを通して気体が前記
第１のポンプユニットよって前記分離手段から抽出され、
　前記コントローラは、前記受信信号に基づいて前記更に別の可変流量制御装置の伝導率
を制御する、請求項９に記載のシステム。
【請求項１１】
　前記圧力制御システムは、前記分離手段からの気体の流量を制御する制御手段を備える
、請求項１から請求項１０のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項１２】
　前記圧力制御システムは、可変流量制御装置を備え、これを通して気体が前記第１のポ
ンプユニットによって前記分離手段から抽出され、
　前記制御手段は、前記可変流量制御装置の伝導率を制御して前記分離手段内の圧力を制
御する、請求項１１に記載のシステム。
【請求項１３】
　前記制御手段は、前記分離手段内の圧力を示す信号を受信し、該受信信号に基づいて前
記可変流量制御装置の伝導率を制御するコントローラを備える、請求項１２に記載のシス
テム。
【請求項１４】
　前記圧力制御システムは、
　液体をその供給源から前記分離手段に供給するための液体供給手段と、
　前記分離手段への液体の流量を制御する制御手段と、
を備える、請求項２から請求項１３のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項１５】
　フォトリソグラフィツールから多相流体を抽出する方法であって、
　抽出タンクを通じて前記フォトリソグラフィツールにポンプ装置を接続する段階と、
　前記フォトリソグラフィツールから前記多相流体を引き出すように前記ポンプ装置を作
動させる段階と、
　前記フォトリソグラフィツールから引き出された前記多相流体を前記抽出タンク内で気
体相及び液体相に分離する段階と、
　前記ポンプ装置により前記抽出タンクから気体と液体を別々に抽出する段階と、
　前記抽出タンク内の圧力をその中の気体及び液体の量を調節することによって制御する
段階と、
を含む、ことを特徴とする方法。
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